













































































































































担任をした した　 しなかった 合計
副担任を 担任を　 
学校種 中学校 105 27 65 19753.3% 13.7% 33.0% 100.0%
中等教育学校（前期課程） 4 0 0 4100.0% 0.0% 0.0% 100.0%
特別支援学校（中学部） 4 7 2 1330.8% 53.8% 15.4% 100.0%
合計 113 34 67 21452.8% 15.9% 31.3% 100.0%
行政区
新潟市 下越 中越 上越 合計
学校種 中学校 50 47 78 22 19725.4% 23.9% 39.6% 11.2% 100.0%
中等教育学校（前期課程） 1 1 2 0 425.0% 25.0% 50.0% 0.0% 100.0%
特別支援学校（中学部） 4 2 4 3 1330.8% 15.4% 30.8% 23.1% 100.0%
合計 55 50 84 25 21425.7% 23.4% 39.3% 11.7% 100.0%
地域の特性
住居地域 地域　 工業地域 商業地域 合計
農業・漁業 
学校種 中学校 82 91 9 13 19542.1% 46.7% 4.6% 6.7% 100.0%
中等教育学校（前期課程） 3 1 0 0 475.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100.0%
特別支援学校（中学部） 10 2 0 0 1283.3% 16.7% 0.0% 0.0% 100.0%














そう思う そう思う 思わない 思わない
やや   あまりそう そう　 
合計
教員の平均年齢が若い 20 46 95 51 2129.4% 21.7% 44.8% 24.1% 100.0%
地域との交流がさかんである 45 116 49 4 21421.0% 54.2% 22.9% 1.9% 100.0%
教育熱心な保護者が多い 38 96 75 5 21417.8% 44.9% 35.0% 2.3% 100.0%
ＰＴＡ活動がさかんである 27 98 77 10 21212.7% 46.2% 36.3% 4.7% 100.0%
教員同士がお互いの実践について気
軽に話し合える雰囲気がある
60 113 39 1 213
28.2% 53.1% 18.3% 0.5% 100.0%
疲れている教員が多い 46 90 69 8 21321.6% 42.3% 32.4% 3.8% 100.0%
教員集団（管理職を含む）にリーダ
ー役がいる
73 102 37 1 213
34.3% 47.9% 17.4% 0.5% 100.0%
校内研究に力を入れている 35 102 70 6 21316.4% 47.9% 32.9% 2.8% 100.0%
生徒は落ち着いている 100 76 29 7 21247.2% 35.8% 13.7% 3.3% 100.0%
部活動が盛んである 51 100 45 14 21024.3% 47.6% 21.4% 6.7% 100.0%
勉強の得意な生徒が多い 14 55 108 33 2106.7% 26.2% 51.4% 15.7% 100.0%
学校の特色がはっきりしている 52 88 71 2 21324.4% 41.3% 33.3% 0.9% 100.0%
合計 561 1,082 764 142 2,54922.0% 42.4% 30.0% 5.6% 100.0%






















○約 95 ％の学校において、“一連の学習活動”を実施していました。そのうちの約 8
割は、「総合的な学習の時間」での実施でした。
○「事前指導」では、主に講話、職業調べ、探究課題の設定が行われていました。


















































学習の時間 特別活動 教科 その他 合計
事前指導
事前学習 193 33 3 8 23781.4% 13.9% 1.3% 3.4% 100.0%
事前準備 188 37 2 18 24576.7% 15.1% 0.8% 7.3% 100.0%
職場体験 164 9 1 35 20978.5% 4.3% 0.5% 16.7% 100.0%
























（ ） （ ） Ｍ ＳＤ 最小値 最大値
事前指導 事前学習 7.6 5.6 1 42事前準備 4.0 2.5 1 13
職場体験 15.2 9.0 1 67











































































































（ ） （ ） Ｍ ＳＤ 最小値 最大値























































（ ） （ ） Ｍ ＳＤ 最小値 最大値
事業所等の数（全体） 33.4 25.7 1 230





























































































































































































やや　 あまり意識 意識 　 
合計
生徒に育てたい力を、指導計画で明確にした 86 105 10 2 20342.4% 51.7% 4.9% 1.0% 100.0%
教科との結びつきを意識して、内容や実施時期
等を考えた
10 49 109 33 201
5.0% 24.4% 54.2% 16.4% 100.0%
道徳との結びつきを意識して、内容や実施時期
等を考えた
10 67 91 31 199
5.0% 33.7% 45.7% 15.6% 100.0%
総合的な学習の時間との関連を意識して、内容
や実施時期等を考えた
146 47 6 4 203
71.9% 23.2% 3.0% 2.0% 100.0%
特別活動との関連を意識して、内容や実施時期
等を考えた
40 86 57 19 202
19.8% 42.6% 28.2% 9.4% 100.0%














やや　 あまり意識 意識 　 
合計
グループによる協同的な学習を積極的に行った 68 80 45 8 20133.8% 39.8% 22.4% 4.0% 100.0%
情報を整理・分析したり、表現したりするなど、言
語による活動を積極的に行った
64 109 23 6 202
31.7% 54.0% 11.4% 3.0% 100.0%
自己を理解したり、将来の生き方を考えたりす
る活動を積極的に行った
75 109 18 0 202
37.1% 54.0% 8.9% 0.0% 100.0%
地域の人や専門家など、学校外の人材を積極的
に活用した
72 58 51 22 203
35.5% 28.6% 25.1% 10.8% 100.0%
公民館や博物館など、地域の社会教育施設を積
極的に活用した
11 32 104 56 203
5.4% 15.8% 51.2% 27.6% 100.0%






















15 33 91 64 203




46 102 49 6 203




48 97 50 8 203
23.6% 47.8% 24.6% 3.9% 100.0%
意識した 意識したしなかったしなかった




34 88 72 9 203
16.7% 43.3% 35.5% 4.4% 100.0%
評価した結果を生徒に知らせたり、補充指導し
たりすることを意識的に行った
22 77 94 9 202
10.9% 38.1% 46.5% 4.5% 100.0%








意識した やや意識した あまり意識しなかった 意識しなかった








































少ないので、1 人 1 人の先生方の負担が大きい。他の仕事をけずって、この活動が入る
のなら、わかるが、いつも、＋（プラス）されるだけである。生徒は、とても充実して
いた様子だ。
そう思う そう思う 思わない 思わない




22 105 65 7 199
11.1% 52.8% 32.7% 3.5% 100.0%
言葉づかい、あいさつ、返事等がよくなった 37 120 43 1 20118.4% 59.7% 21.4% 0.5% 100.0%
自分の考えを、より適切に表現できるようになった 9 90 99 3 2014.5% 44.8% 49.3% 1.5% 100.0%
協力して仕事や活動をするようになった 27 126 46 2 20113.4% 62.7% 22.9% 1.0% 100.0%
自分自身を見つめたり、大切にしたりするようにな
った
18 126 55 2 201
9.0% 62.7% 27.4% 1.0% 100.0%
自信がついてきた 25 127 49 0 20112.4% 63.2% 24.4% 0.0% 100.0%
個性が伸びた 10 74 115 2 2015.0% 36.8% 57.2% 1.0% 100.0%
責任感が増した 23 136 41 1 20111.4% 67.7% 20.4% 0.5% 100.0%
与えられた仕事や課題に確実に取り組むようになっ
た
24 140 35 2 201
11.9% 69.7% 17.4% 1.0% 100.0%
自ら問題を解決しようとするようになった 8 79 111 3 2014.0% 39.3% 55.2% 1.5% 100.0%
学習への意欲が向上した 14 74 106 6 2007.0% 37.0% 53.0% 3.0% 100.0%
進路に関する情報を収集するようになった 21 98 76 6 20110.4% 48.8% 37.8% 3.0% 100.0%
自分に適した職業を考えたり、将来を設計したりす
るようになった
34 123 39 5 201
16.9% 61.2% 19.4% 2.5% 100.0%
学校不適応や問題行動、長期欠席等が減少した 5 23 111 61 2002.5% 11.5% 55.5% 30.5% 100.0%
学校が好きになった 6 63 110 18 1973.0% 32.0% 55.8% 9.1% 100.0%


















そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
そう思う そう思う 思わない 思わない
やや　 あまりそう そう　 
合計
全体的に盛り上がらなかった 2 19 98 81 2001.0% 9.5% 49.0% 40.5% 100.0%
全体計画や指導計画の作成が不十分だった 6 43 115 37 2013.0% 21.4% 57.2% 18.4% 100.0%
準備や交渉に充てる時間が十分に確保できなか
った
8 63 96 34 201
4.0% 31.3% 47.8% 16.9% 100.0%
予算が不足していた 10 23 100 67 2005.0% 11.5% 50.0% 33.5% 100.0%
事前指導（事前学習・事前準備）が不十分だっ
た
3 50 101 47 201
1.5% 24.9% 50.2% 23.4% 100.0%
「職場体験」する日数が足りなかった 12 37 79 72 2006.0% 18.5% 39.5% 36.0% 100.0%
生徒が希望した職種・事業所等に派遣できなか
った
20 84 76 21 201
10.0% 41.8% 37.8% 10.4% 100.0%
事前学習で準備した調査等が、十分できなかっ
た
6 44 130 21 201
3.0% 21.9% 64.7% 10.4% 100.0%
生徒が希望した業務を、派遣先で体験できなか
った
9 60 108 24 201
4.5% 29.9% 53.7% 11.9% 100.0%
事後指導が不十分だった 3 36 128 34 2011.5% 17.9% 63.7% 16.9% 100.0%
期待したほど、生徒に成長や変化が見られなか
った
5 56 111 28 200
2.5% 28.0% 55.5% 14.0% 100.0%
評価が不十分だった 4 47 123 25 1992.0% 23.6% 61.8% 12.6% 100.0%


















そう思う そう思う 思わない 思わない
やや　 あまりそう そう　 
合計
情熱をもって積極的に取り組んでいる 30 105 70 7 21214.2% 49.5% 33.0% 3.3% 100.0%
「総合的な学習の時間」の専門書や事例集をよ
く読んでいる
11 58 120 23 212
5.2% 27.4% 56.6% 10.8% 100.0%
同僚や管理職とよく話し合いながら進めている 48 117 38 10 21322.5% 54.9% 17.8% 4.7% 100.0%
教材作成や打ち合わせなど、授業の準備の負担
が増えた
94 88 29 1 212
44.3% 41.5% 13.7% 0.5% 100.0%
教科の授業の準備時間が減った 55 69 77 12 21325.8% 32.4% 36.2% 5.6% 100.0%
時間割を柔軟に変更できなくなった 29 67 97 20 21313.6% 31.5% 45.5% 9.4% 100.0%
「総合的な学習の時間」に充てる予算を増やす
べきである
35 67 100 10 212
16.5% 31.6% 47.2% 4.7% 100.0%
「総合的な学習の時間」は成功している 21 94 79 19 2139.9% 44.1% 37.1% 8.9% 100.0%
国で指導内容や学習活動を明確に示すべきであ
る
34 62 93 22 211
16.1% 29.4% 44.1% 10.4% 100.0%






























そう思う そう思う 思わない 思わない




78 68 59 7 212
36.8% 32.1% 27.8% 3.3% 100.0%
理念はよいが、現実的ではない 43 82 79 8 21220.3% 38.7% 37.3% 3.8% 100.0%
保護者や地域との連携を強めるチャンスである 61 117 30 5 21328.6% 54.9% 14.1% 2.3% 100.0%
特色ある学校づくりに効果がある 62 97 46 6 21129.4% 46.0% 21.8% 2.8% 100.0%
職業や進路に関するテーマに一本化すべきであ
る
23 64 95 31 213
10.8% 30.0% 44.6% 14.6% 100.0%
合計 583 992 822 151 2,97219.6% 33.4% 27.7% 5.1% 100.0%
- 21 -
中学校「職場体験」に関するアンケート調査






































そう思う そう思う 思わない 思わない




57 128 26 3 214
26.6% 59.8% 12.1% 1.4% 100.0%
生徒が、働くことの大切さに気づくこと
ができる
118 87 9 0 214
55.1% 40.7% 4.2% 0.0% 100.0%
生徒が、自分の保護者や大人への接し方
を変えることができる
64 129 20 1 214
29.9% 60.3% 9.3% 0.5% 100.0%
生徒が、社会のルールやマナーの大切さ
に気づくことができる
119 91 4 0 214
55.6% 42.5% 1.9% 0.0% 100.0%
生徒が、学校と社会とのつながりに気づ
くことができる
56 113 44 1 214
26.2% 52.8% 20.6% 0.5% 100.0%
地域が、生徒や学校の実態を知ることが
できる
60 124 29 1 214
28.0% 57.9% 13.6% 0.5% 100.0%
保護者が、生徒や学校の実態を知ること
ができる
18 85 102 7 212
8.5% 40.1% 48.1% 3.3% 100.0%
教職員が、地域を知ることができる 65 124 24 1 21430.4% 57.9% 11.2% 0.5% 100.0%
地域と学校とのつながりができる 76 115 22 1 21435.5% 53.7% 10.3% 0.5% 100.0%
生徒と地域とのつながりができる 66 109 38 1 21430.8% 50.9% 17.8% 0.5% 100.0%
体験する日数を増やした方が、効果が見
込める
70 80 53 11 214
32.7% 37.4% 24.8% 5.1% 100.0%
体験する日数を減らしても、効果は変わ
らない
12 34 97 71 214
5.6% 15.9% 45.3% 33.2% 100.0%
教職員の理解が不十分である 7 56 116 34 2133.3% 26.3% 54.5% 16.0% 100.0%
事業所等の理解が不十分である 6 61 123 23 2132.8% 28.6% 57.7% 10.8% 100.0%
保護者の理解が不十分である 6 58 120 29 2132.8% 27.2% 56.3% 13.6% 100.0%
教職員の負担が増加する 94 89 30 1 21443.9% 41.6% 14.0% 0.5% 100.0%
生徒の負担が増加する 18 60 107 29 2148.4% 28.0% 50.0% 13.6% 100.0%
他の体験活動で十分に補える 3 18 122 71 2141.4% 8.4% 57.0% 33.2% 100.0%
準備の割に成果が期待できない 5 31 118 60 2142.3% 14.5% 55.1% 28.0% 100.0%
事故・ケガ等が心配である 37 83 70 23 21317.4% 39.0% 32.9% 10.8% 100.0%
予算の確保が困難である 18 55 104 36 2138.5% 25.8% 48.8% 16.9% 100.0%
受け入れ先の確保が困難である 86 85 34 9 21440.2% 39.7% 15.9% 4.2% 100.0%
自治体や公的機関の支援が必要である 105 78 28 3 21449.1% 36.4% 13.1% 1.4% 100.0%
学校と事業所等とを仲介・調整するコー
ディネーターが必要である
110 68 30 6 214
51.4% 31.8% 14.0% 2.8% 100.0%






























































































１ 教員の平均年齢が若い。 4 3 2 1
２ 地域との交流がさかんである。 4 3 2 1
３ 教育熱心な保護者が多い。 4 3 2 1
４ ＰＴＡ活動がさかんである。 4 3 2 1
５ 教員同士がお互いの実践について気軽に話し合える雰囲気がある。 4 3 2 1
６ 疲れている教員が多い。 4 3 2 1
７ 教員集団（管理職を含む）にリーダー役がいる。 4 3 2 1
８ 校内研究に力を入れている。 4 3 2 1
９ 生徒は落ち着いている。 4 3 2 1
10 部活動が盛んである。 4 3 2 1
11 勉強の得意な生徒が多い。 4 3 2 1


































































































































































































１ 生徒に育てたい力を、指導計画で明確にした。 4 3 2 1
２ 教科との結びつきを意識して、内容や実施時期等を考えた。 4 3 2 1
３ 道徳との結びつきを意識して、内容や実施時期等を考えた。 4 3 2 1
４ 総合的な学習の時間との関連を意識して、内容や実施時期等を考えた。 4 3 2 1
５ 特別活動との関連を意識して、内容や実施時期等を考えた。 4 3 2 1
【事前・事後指導】
６ グループによる協同的な学習を積極的に行った。 4 3 2 1
７ 情報を整理・分析したり、表現したりするなど、言語による活動を積極的に行った。 4 3 2 1
８ 自己を理解したり、将来の生き方を考えたりする活動を積極的に行った。 4 3 2 1
９ 地域の人や専門家など、学校外の人材を積極的に活用した。 4 3 2 1




普段からのつながりを絶やさないようにした。 4 3 2 1
12
派遣先での体験が充実するように、事業所等に「職場体験」の趣旨をてい
ねいに説明したり、体験内容を協議したりした。 4 3 2 1
13
「職場体験」が、問題の解決や探究の過程（課題の設定→情報の収集→整
理・分析→まとめ・表現）に位置づくよう、内容や実施時期等を考えた。 4 3 2 1
【評価】
14 評価カードや評価規準表など、評価に関する準備を意識的に行った。 4 3 2 1
15
評価した結果を生徒に知らせたり、補充指導したりすることを意識的に行




























１ 地域の特色やよさを実感し、地域に愛着を持つようになった。 4 3 2 1
２ 言葉づかい、あいさつ、返事等がよくなった。 4 3 2 1
３ 自分の考えを、より適切に表現できるようになった。 4 3 2 1
４ 協力して仕事や活動をするようになった。 4 3 2 1
５ 自分自身を見つめたり、大切にしたりするようになった。 4 3 2 1
６ 自信がついてきた。 4 3 2 1
７ 個性が伸びた。 4 3 2 1
８ 責任感が増した。 4 3 2 1
９ 与えられた仕事や課題に確実に取り組むようになった。 4 3 2 1
10 自ら問題を解決しようとするようになった。 4 3 2 1
11 学習への意欲が向上した。 4 3 2 1
12 進路に関する情報を収集するようになった。 4 3 2 1
13 自分に適した職業を考えたり、将来を設計したりするようになった。 4 3 2 1
14 学校不適応や問題行動、長期欠席等が減少した。 4 3 2 1




























１ 全体的に盛り上がらなかった。 4 3 2 1
２ 全体計画や指導計画の作成が不十分だった。 4 3 2 1
３ 準備や交渉に充てる時間が十分に確保できなかった。 4 3 2 1
４ 予算が不足していた。 4 3 2 1
５ 事前指導（事前学習・事前準備）が不十分だった。 4 3 2 1
６ 「職場体験」する日数が足りなかった。 4 3 2 1




























８ 生徒が希望した業務を、派遣先で体験できなかった。 4 3 2 1
９ 事前学習で準備した調査等が、十分できなかった。 4 3 2 1
10 事後指導が不十分だった。 4 3 2 1
11 期待したほど、生徒に成長や変化が見られなかった。 4 3 2 1




























１ 情熱をもって積極的に取り組んでいる。 4 3 2 1
２ 「総合的な学習の時間」の専門書や事例集をよく読んでいる。 4 3 2 1
３ 同僚や管理職とよく話し合いながら進めている。 4 3 2 1
４ 教材作成や打ち合わせなど、授業の準備の負担が増えた。 4 3 2 1
５ 教科の授業の準備時間が減った。 4 3 2 1
６ 時間割を柔軟に変更できなくなった。 4 3 2 1
７ 「総合的な学習の時間」に充てる予算を増やすべきである。 4 3 2 1
８ 「総合的な学習の時間」は成功している。 4 3 2 1
９ 国で指導内容や学習活動を明確に示すべきである。 4 3 2 1
10 「総合的な学習の時間」を担当する専門の教員を置くべきである。 4 3 2 1
11 理念はよいが、現実的ではない。 4 3 2 1
12 保護者や地域との連携を強めるチャンスである。 4 3 2 1
13 特色ある学校づくりに効果がある。 4 3 2 1





























１ 生徒が、学校で学んでいることの意味や必要性を理解することができる。 4 3 2 1
２ 生徒が、働くことの大切さに気づくことができる。 4 3 2 1
３ 生徒が、自分の保護者や大人への接し方を変えることができる。 4 3 2 1
４ 生徒が、社会のルールやマナーの大切さに気づくことができる。 4 3 2 1
５ 生徒が、学校と社会とのつながりに気づくことができる。 4 3 2 1
６ 地域が、生徒や学校の実態を知ることができる。 4 3 2 1
７ 保護者が、生徒や学校の実態を知ることができる。 4 3 2 1
８ 教職員が、地域を知ることができる。 4 3 2 1
９ 地域と学校とのつながりができる。 4 3 2 1
10 生徒と地域とのつながりができる。 4 3 2 1
11 体験する日数を増やした方が、効果が見込める。 4 3 2 1
12 体験する日数を減らしても、効果は変わらない。 4 3 2 1
13 教職員の理解が不十分である。 4 3 2 1
14 事業所等の理解が不十分である。 4 3 2 1
15 保護者の理解が不十分である。 4 3 2 1
16 教職員の負担が増加する。 4 3 2 1
17 生徒の負担が増加する。 4 3 2 1
18 他の体験活動で十分に補える。 4 3 2 1
19 準備の割に成果が期待できない。 4 3 2 1
20 事故・ケガ等が心配である。 4 3 2 1
21 予算の確保が困難である。 4 3 2 1
22 受け入れ先の確保が困難である。 4 3 2 1
23 自治体や公的機関の支援が必要である。 4 3 2 1
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